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?　佐々木　武　史(保健管理学・教　授)
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を御寄贈いただきました.ありがとうございました。
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管理棟西側の築山に、ヒポクラテスの樹の説明坂が立っていますので、ど存じの方も多いかと思
いますが、この樹は中村病院長が日本ヒポクラテス会から寄贈を受け植樹されたもので、 「このす
ずかけの樹は、1980年秋日本ヒポクラテス会のど好意により、コス島の親樹の実から仕立てた苗木
として頒けられたものである。その樹の下でヒポクラテスが学生に医学や倫理を講じたと伝えられ
ている。このヒポクラテスゆかりのすずかけの樹が医学生の医師になる熱意と倫理感の成長になん
らかの影響を与えることを心から希うものである。 」と中村病院長による説明が刻まれています。
滋賀医大のこのヒポクラテスの樹については、近々雑誌"けんさ、 (株式会社ヤトロン発行)に
紹介されるとのことで、日本赤十字社医療センター小林隆院長から滋賀医大附属病院宛に連絡され
ています。
ところで、ヒポクラテスと同じように孔子に関係ありとされ、 「聖なる樹」 、 「悠々たる大器晩
成の樹」と言われている槽樹を構内に植樹してもよいのではと考えまして、脇坂学長の了解を得て
附属図書館槙の芝生の中に槽の苗木2本を仮植えしてありますので、楢の樹について紹介させてい
ただきます。
日本で最初に植えられた湯島聖堂の槽樹の説明板に概略次のように記されています。
槽　学名「とねりばはぜの木」　うるし科
槽は曲皐にある孔子の墓所に植えられている名木で初め子貢が植えたと伝えられ今日まで植えっ
がれている。枝や葉が整然としているので書道でいう槽書の語源となったといわれている。
わが国では大正4年曲皐から種子を持ち帰り、目黒の林業試験場で苗を仕立てたのが最初である。
これらの苗は当聖廟をはじめ儒学に関係深い所に頒ち植えられたO　中国では殆んど全土に生育し、
黄連木、黄児茶その他の別名も多く秋の黄葉が美しいという。牧野富太郎博士はこれに孔子木と命
名された。孔子と槽とは離すことができないものとなっているが特に当廟にあるものは曲皐の樹の
正子に当る聖木であることを記して世に伝える.昭和44年秋日　矢野一郎　文並書(筆者註　矢野
一郎氏(85)は第一生命元会長)
図書館横の苗木は、湯島聖堂の槽樹と同じ頃に岡山市三徳園に植えられた樹によって結実した云
わば曲阜二世ともいうべきかと思われます。私は三徳園で苗木の育成に成功したことを聞いていま
したので寄贈方お願いしましたところ、岡山県立青少年農林文化センタ一三徳園長の御厚意により
去る3月頒けていただいたもので、幸い夏場も過し無事に堰付いているようです。
し-tflに
湯島聖堂と同じ苗木で植えられたと思われるものに岡山県の関谷学校、佐賀県の多久聖廟、熊本
大学医学部附属病院構内の樹があります。
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関谷学校の槽樹の秋の紅葉は高山のナナカマドにも劣らないもので、備前焼の屋根瓦と溶け合っ
て実に素晴しいものがあります。
熊本大学の槽樹の標石には、 「昭和5年5月　予科教授岡井慎吾氏贈」とありますが、岳中典男
前学長(熊本大学名誉教授・薬理学)は、岡井先生は著名な漢学者で、五高教授を兼任されたので、
私もその薫陶を受けた者の一人であるが、どうして槽樹を植えられたのか伺ったおぼえはない。従
って先生の真意を知るよしもないが、按ずるところ、医の将来を慮って槽樹をして「仁」を語らし
おしス.
めようとの訓ではなかったかと思う、と、雑誌「月刊健康」 1981年5月号で述べています。
私はヒポクラテスと槽の樹が我が国に播種された心情に何か共通のものを感ずるところです。
(事務局長)
十.-∴争
二言三幸±
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ことば・ア・ラ・カルト
打診法の　こ　となど
percussion、このcussionがshake (振動する)の意味のラテン語(quatere <quatio)から来たも
ので、医学では文字通り指で体表を叩いて振動を起こし、その反響音で臓器とか胸腔の具合などを謝b)
ること、あるいは触診(palpation)も含めていう。多くは間接法(indirect percussion)といってあ
てた手の上から他方の手で叩く方法が用いられる。いわゆるecho -location (振動を起こしその反響
の度合で目的物の位置等を知ること)の源である。
もともと、その方法が胸部疾患の研究をしていたウィーンの医者L ・アウェンブルガ- (1722-1801)
により始められたことは御存知のとおり。ブリタニカによると、何でもこの居酒屋主人の息子アウェン
プルガ-少年が、ある時、父の酒樽の中の酒の量を測るのに叩いてみていたのを後に思い出したことが
ヒントになったという。当時は、この打珍法は本気にされなかったようだが、あの疑い深いナポレオン
I.でさえこれは信頼していたのである。
また、この打診法は新寄な事件に目のなかった18世紀にフランスのJ ・コルヴィザール(心臓病の権
威)の弟子ルネ・レネックが聴診器を発明した後も、末永く利用されることになった。
ついでに、聴診器が考案されるに至った背景は、 17世紀まで英人T ・シデンハムにより熱心に受け継
がれたヒポクラテス流の方法、つまり患者の体壁に直接耳をあてて、響いてくる音により体内のもろもろ
の様子を伺っていたものの、特に誇り高いど婦人がたがこれを嫌ったためである、と。　　　(久)
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教室めぐり〔8〕
生き物の不思議を知りたくて
～生物学教室～
土井田　幸　郎
前略
教室だよりをとのことですが、基礎学課程(本学では医進のことをこう呼んでいます)では、生物学教室を除
き、各学科目に1人しか教官はおらず、助手も専門のポストをおかりしているわけで、個人的な便りになります
ことをお許し下さい。しかし、小さい世帯でも、そこにも歴史はあり、何かがあるわけで、それについて記すこ
とに致します。
本学関学時、本教室は2教授という形で出発しました。平岡教授が50年度、私が51年度着任し、測側、西田さ
んが50年度、小原君が51年度に教室に釆ました。紅1点の西田、高田さんが、各1年で退職したあと、西村さん
(現姓　今泉さん)が加わりました。
平岡先生も57年4月1日付で、定年退官され、現在は、測側、小原、今泉3君と私の4名で教室を構成してお
ります。
平岡教授は個性豊かで、在任中の事を記すと、限りなく紙数を要しますので略させて戴き、先生の退官と機を
同じうして、基礎学の教育カリの変更もありましたので、それ以後の教室の状況や抱負について記します。
教室の主な業務は教育と研究ですが、医大教養課程での生物学の教育と研究は、どの様であれば良いのか、常
々気になっております。
現在、高校の理科教育における生物学の位置付けが、学問の発展の道筋と逆になっていること。入試との関係
で、生物学の教育を充分に受けていない学生を対象にしていること。本学学生は、ヒトを材料とした生物学(医
学)を専攻することなどが、知こなる点でありますO多種多様な形態と機能を有する生物に共通にみられる普遍
性、恒常性、特異性、秩序性、そして有機的な調和性といった面を理解させながら、物質過剰時代の中で育った
学生諸君に、無生物との対比の上で、生きているということの不思議さを考え、生きている者を愛する心を育て
て欲しいと思っています。
昨年4月から新らしい体制になり、同7月には、小島君が研究生として参加してくれました。 5人で隔週1回
ゼミナ丁ルを始めました。テーマは指定していないので・やりたい研究などあったら・展望などもまじえて話題
を提供して欲しいと思っております。私自身は小グループなので、研究面において、ある程度、お互いの分野に重
複のある方がよいと考えています。そこで、私の過去の研究歴も踏まえ、細胞増殖の制御機構の解明、細胞の分
裂と分化の問題、動・植物の配偶子形成と、それに関連する問題、細胞遺伝学的面からの問題などを中心に研究
を進めたいと思っておりますo小グループでは1人1人が優秀で、人1倍研究意欲がないと、兎角、突きあげが
なく、安易になると思いますので、自戒せねばと考えています。また、折角医学部に所属しているのですから、
あまり自分達だけの殻に閉じ龍らず、医学畑にも関心を寄せ、それら研究者と連繋を保ち、研究を発展させたい
と願っております。
生物学の発展の歴史をふり返ってみますに、 「雀が海に入ると蛤になる」 、 「木の葉が落ちて水のある方にゆ
くと魚になり、地面にあれば島になる」と信じられていた時代から、それ程時は流れていませんし、実際、これ
らの言葉は、まだ死語になり切っていません。しかし、近年の生物学の分野の発展は著しく、多くの疑問が科
学的言葉で説明可能になりました。そして、近い将来、ヒトさえ創造しかねない(?)と思わせるほどでありま
す。現代を生物学の時代と呼ぶ人がいます。その中に生きていて、生命のもつ巧妙なつくりと、機能について、
まだ未知の部分が多すぎることを、我々は充分に知っております。
雑用と煩悩に悩まされながらも、力を合せて、生命現象の闇の部分に、僅かでも光をあてられないかと思いっ
つ、生物学の分野の発展に貢献したいと考えております。有益な御示唆、御助言をお願い致します。
草々
(生物学教室　教授)
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地域の医療を考える〔8〕
-地域医療の拠点としての病院づくり
公立湖北総合病院の紹介をかねて-
馬　場　道　夫
伊香郡病`院組合の公立湖北総合病院(旧伊香病院、 S- 58. 3. 1改名)は、伊香郡愛郷会の事業として、益世済民
の趣旨に基き、滋賀県北部、特に時の伊香郡13ケ町村の医療に寄与すべく郡民各位の寄附金などにより、木之本町
木之本723番地に県内3番目の病院として、大正4年7月15日開院した。開設以来幾多の粁与曲折があったが、 69
年の伝統があり、郡民から愛されてきた。本病院は伊香郡唯一の有床医療機関として、地域住民の要望に応える
べく医療施設の充実、整備をはかる一方、僻地の巡回診療、検診活動、継続看護、訪問指導、健康教育活動、救
急体制の充実など地域包括医療を実践し、昭和50年には近畿で初めて厚生省より僻地中核病院の指定を受けた。
然しながら、従来の施設では地域の医療需要には応えきれず、建物も老朽化したため、伊香郡4ケ町が総力をあ
げ、県及び国など関係各方面の指導、援助により、今年3月1日、木之本町黒田1221番地(北陸自動車道木之本
インターチェンジ前)に新築完成、移転し開業した。なお病院の名称も伊香病院を公立湖北総合病院と改名した。
現在職員数203名(医師24名)で、外来患者は1日450-500名、入院患者は180-190名前後である。また伊
香郡は近畿でも有数の積雪地帯でもあり、病院周囲は融雪装置を完備している。また地域住民に開かれた病院と
の立場より病院構内にバス停留所を設けている。
病院の運営方針として下記のEI標をかかげ着々と実践しつつある0
1 )地域包括医療の実践
(1)予防、検診活動、健康相談事業の実施
(2)継続看護、訪問指導、看護の強化
(3)寝たきり老人の入浴サ-ビス、訪問リハビリの実施
(4)リハビリの強化とリ-ビリ施設の地域社会への開放
(5)救急対策の故化(24時間体制と救急告示病院としての使用の達成)
薬剤師　　　　1名
臨床検査技師　1名
事務員　　　　1名
運転手　　　　1名
2 )伊香郡内無医地区
余呉町中河内　　人口　　191人(25ki涌)
木之本町杉野　人口　約1,500人(15k道)
西浅井町塩津　　人口　　3, 526人(14ki郎
西浅井町菅浦　　人口　　　375人(26kn貞)
3 )無医地区外出張珍療
伊香郡高月町古保利学区　(8k誠)
東浅井郡浅井町内保　　( 12k誠)
県立特別養護老人ホーム福良荘
4)出張珍療回数
余呉町中河内　　過1回(火、午前中)
西浅井町塩津　　過3回(月、金、午後内科) (木、午後小児科)
高月町古保利　　週1回(木、午後)
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浅井町県立福良荘　週1回(木、午前) (月1回、皮膚科)
(2)学会発表の援助
(3)研修出張の助成
(4)全職員のたゆまざる勉学をめざして
(5)高等看護学院の設立をめざして
5)地域発展のさきがけとしての誇り得る病院をめざして
(1)地域の医療ニーズに応える病院づくり
(2)創意と工夫と迅速化と手づくりの病院づくり
(3)合理化、節約、省エネの病院づくり
(4)プライドのある病院づくり
(5)地域社会発展の尖兵としての病院づくり
また僻地、過疎地をかかえているための事業、即ち、僻地中核病院事業(昭和50年12月5日厚生省指定)とし
て下記の無医地区への出張珍癖を行っている。
1 )無医地区への医師等医療要員の派遣事業
出張診療班
医師　　　　　　1名
看護婦又は保健婦1-2名
(6)人工透析部門の強化
(7)健康教育活動の推進
一般住民の健康教育及び患者教育(糖尿病教室、高脂血症、高血圧対策、心友会活動、じん肺患者教育)
2)地域中核病院としての使命達成
(1)患者中心の真心のかよいあう親切な医療を
(2)医療をわかりやすく、住民に地域にひらかれた病院に
(3)地域に必要な高度の医療をめざして
(4)保健所、直営砂原所、開業医との連携強化を
(5)効率のよい経済性をも重視した病院の運営を
3 )僻地中核病院としての使命の遂行
僻地巡回診療の強化と災害時の救護
地域の健康検診事業への協力
4)優秀なる職員の育成と活力ある職場づくりの推進
(1)研究室、図書室の充実
西浅井町菅浦　　月2回(開業医)
木之本町杉野　　週1回予定
今後この病院の運営は上記の地域包括医療の実践を更に充実し、また地域の中核病院としての使命を達成する
ための開業医、直営診療所、保健所、関連の大学などとの連携の強化、患者中心の真心のかよいあう親切な医療、
医療をわかり易く、地域住民にひらかれた病院づくり、真に地域住民の医療ニーズに応える病院づくりを行ない、
伊香郡は勿論、湖北の医療の一つの拠点として、及ばずながらその機能を発揮し、地域発展の尖兵としての誇り
得る病院づくりを目指したいと念願しております。皆様方の御教導、御支援を伏してお願いする次第であります。
(公立湖北総合病院長)
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『パーソナル・コンピュータと
仲良く暮らす方法』
r*
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前号に続いて、パーソナル、コンピュータ(以下PCと略)について、今回は仲良く暮らせる方法を、経験か
ら導きだしました。
その1: PCをいとおしみながら暮らす方法
1 ) 1日1回は、無表情なDisplayの輝点の動きを見ないと、目が血走る。
2) Disk Driveのうなりと、 printerのたてるけたたましい印字音を聞かないと、イライラする。
3) 10本の指をKeyboardの上で踊らせないと、肩がこりはじめる。
4)食事、睡眠よりも、 PCの前に座わっている事の方が好きだ。
5) Syntax Errorと表示され、 BEEP音に吠えられても、決してPCにあたりちらさず、ひたすら自分の落
度を反省し、バラバラと落涙する。
以上5つの症状のうち、 1つでも思いあたるふLがあれば、あなたはもうアメリカで、 "Hukker" (ハッカー)
と呼ばれる種族(本当にいるのです/)の一員なのです。すなわち、暮らしの中に、しっかりPCが根ざしてい
るといえます。
その2:しょせん「機械」とわりきって暮らす方法
まず、 Systemに明るく、 Programmingの出来る人、できればHukker族を捜し出すことです。
次に、彼(逮)に自分の処理すべき作業を充分説明、 PCを貸し与えて、あとは進行状況を適時点検しながら、
出来上がりを待ちます。
いよいよTest Runningこの時「まあこんなものか」などと決して思ってはなりません。気のついた点は
すべて指摘します。その時彼(逮)が「そんなことはちょっと一一」などと受け入れないそぶりをみせたら、ド
ナリちらしましょう。それでもだめなら、新たな人を捜しに行きましょう。
なぜなら、自由度の少ない、融通性の小さなSystemは使いづらくなります。要求が聞き入れられないSys-
temは、やぶり捨ててしまった方が、便利になるのです。たとえ使い始めていたとしてもどんどん要求して、
Systemを向上させていくことです。途中であっても使いづらいものは捨ててしまいましょう。
こうすると、すっきり暮らしの中にPCがはいりこんできます。
その3:しょせんゲームマシンとわりきって暮らす方法
PCはオモチャだと割り切ってひたすらゲームソフトを集め、 「死ネ/」 、 「クソ/」とつぶや書ながらPC
とつきあいます。 (--・暗)
その4:意識下にPCを存在させずに暮らす方法
たとえ部屋の片隅にPCがあったとしても、何かやってみようなどと考えないことです。どうしても気になる
ようなら、フロシキでもかぶせておきましょう。
こうすれば、 PCなど意識せず仲良く(?)暮らしていけます。
*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*
あなたがもし、宣伝文句にひかれて、 PCと取り組み始めていたとすれば、 1日も早くHukker族に加われる
ことを切に祈っています。イライラした苦行の日々を思い出すと、とても他人事には思えないのです。合掌
(普)
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近代医学の名著
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1910-20年代のドイツの外科学の本としては、非常によく読まれた標準的な教科書である。
1911年の初版以来、版を重ね1923年には第8版(図1)が出ている。 2巻構成で、計1,400ペ
ージ、 963コの付図を配しているO　もとは、エッセン大学教授L. Wullsteinと、小児腎悪性腰痛
で有名な-イデルベルグ大学教授M. Wilms (1867 - 1918 )の共同編集であるが、 Wilmsが51歳
で世を去ったあとはKlittner教授に代わっているO　また小児腎魔窟の部分が、 Wilmsの執筆でない
のも残念なことである。本書は、各論重視的であることと、整形外科学の占める比率が大であるこ
とが特徴的であるo　また図2のように、現在におけるCTを思わせる図をもって、甲状腺腰癖への
到達路を示すような記載も当時の類書には珍しいことであった。
執筆陣にはドイツ以外にもオランダやチェコスロバキアから参加があり、国際的でさえある。充
血療法のための吸引カップの考案や、脊椎側轡症の治療法で有名なベルリン大学のR. Klapp (1873
-1949 ¥顎下腺の慢性炎症腫癖(キュットネル腰痛)で知られるH. Klittner 、ランツ線を記載
したアムステルダムの整形外科教授0. Larは(1865- 1935) 、骨端炎を記載したG. C.
Perthes (1869-1927)、習慣性肩関節脱臼を防ぐ手術を考案したF. Loeffler 、さらに肺結核にた
いする胸郭成形術などの胸部外科の開拓者としてあまりにも有名で、減圧開胸を主張したミュンヘ
ン大学のF. Sauerbruch (1875 - 1951 ) 、腹壁の癖痕に生ずる慢性炎症腰痛を記述したプラ-
のH. Schlcffer (1868 - 1937)、腸管の翻入縫合を提唱したフランクフルトのV. Schmieden
教授などが名を連ねている。　　　　　　　　　　　　　　　　　(泌尿器科学講座・教授)
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石黒　達也
中傍流産科全署(写本)全一冊
本書は、もと村山林益が「中傑産書」の名で
寛文8年(1668年)上梓したものを、後の宝
暦元年(1751年)戸田旭山が校註を加えて再
刻した産科書である。
中傍流の祖、中候帯刀については詳しい事は
判っていない。延詩和方東函によると、豊臣秀
吉が京都の衆楽第に居た時の人で、武芸の傍ら
医術を学び、特に婦人科に秀でていたと伝えら
れている。この記述が正しければ、中傑帯刀は
本書が刊行される160年程前の人である。
本書は、漢文で書かれていた従来の医書と異
なり、ルビを附した平易な文章で書かれている
ため大いに世に広まったようで、刊本、写本
が今でも多く伝わっている。
その内容も単なる机上の空論に終らず、実地
臨床に基いた経験的治療法が具体的に記載され
ている。平安時代から室町時代にいたる我国の
産科学は、祈祷や呪いを主とした消極的助産術
に頼っていたが、中傭帯刀は原始的ながらも腐
内操作を加えた積極的助産術を考案した。例え
うど
ば、分娩後の子宮内反症に、暖めた独活の皮で
子宮を遷納し腫内タンボナーデとする方法など、
従来の助産術には見られない積極的な治療法と
いえる。また腰内に挿入する塵坐薬を用いたの
も中僚帯刀が初めてである。こういった積極的
aWBBME
助産術が後に賀川玄悦をして、探領器(原始的
な分娩相子)などを用いた産科手術を考案させ
る原動力になったとも考えられるので、中候帯
刀こそ近代産科学の元祖といえなくもない。
其の後、中僚流といえば産婆(助産婦)或い
は産婦人科医を意味する言葉となったが、江戸
時代の中頃になると、堕胎医の代名詞に変って
しまった。中僚流産科全書の産前産後方に「子
クサリ薬」という処方が記載されている。もと
もとは、今でいう胎児子宮内死亡に対して用い
る腫坐薬で、これを挿入すると子宮内の死亡胎
児が塵外に排出されるのだが、この薬の使用注
意に「懐胎の時挿入すべからず。一錠入れれば
胎児は死亡し、ずんずん下るなり」と記されて
おり、後にこれを逆手に用いて妊娠中絶に応用
する者が現れた。本剤には水銀剤が少量含まれ
ているので危険な薬であるが、月水早流しとか
ついたちかん
朔日丸という看板を揚げて堕胎を職とする者が
江戸の町に相当あふれたようである。
こんな事から、中確といえば、堕胎医という
事になったのだが、
中候へまた釆やしたとしゃれた者
中候へ五ケ月置いて同じ顔
という川柳の面白さも、中候の意味を知らな
くては判らない。
(産婦人科学講座　講師)
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図書館の活動(58. 8. 1-10.31)
8/4-24　昭和58年度大学図書館職員長期研修(図書館情報大　他)
8 /23-25　第18回医学図書館員研究集会(世話館近畿大医分館・なにわ会館)
9 /28　　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第15回開発委員会
(京都工繊大図)
10/ 3　　　第31回近畿地区医学図書館協議会例会(京大医図)
10/3- 7　昭和58年度漢籍担当職員講習会(漢籍電算処理) (京大東洋学文献センター)
10/25　　近畿地区国公立大学図書館協議会昭和58年度主題別研究集会(阪大吹田)
10/27-28　第54回日本医学図書館協会総会(当番館昭和大・東京農林年金会館)
10/28　　JO I S新データベース説明会(JICST大阪)
編　集　後　記
1983年という年は、悲しみと怒りの年だったと思います。大変難解ながら、大きな影響を受けた小林秀雄の死。
続いて寺山修司の死。一方、田中角栄元首相の一審有罪判決。ソ連による大韓航空機撃墜事件、アメリカのグレ
ナダ侵略。超大国の身勝手さ。権力、金力を持ったものの横暴さ。しかし,楽しい事もありました。歴史に残る
索晴しい日本シリーズ、西武の優勝、シンザン以来19年振りの三冠馬・ミスターシーピーの快挙O　さて来年はど
んな年となりますか。我々のおっとめはこの11月号でおしまいになります。貴重な原稿をお寄せ下さいました皆
様に心より御礼申し上げます.さて来年の「さざなみ」に期待しつつ筆を置きますO　　　　　　　(小)
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